
二
〇
二
二
年
の
師
走
と
な
り
ま
し
た
。
よ
く
一

年
経
つ
の
が
速
い
と
言
い
ま
す
が
、
年
齢
を
重
ね

る
と
余
計
に
そ
う
感
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
速
い

と
言
っ
て
も
一
年
三
百
六
十
五
日
に
変
わ
ら
な
い

の
で
す
が
、
一
年
を
振
り
返
る
と
色
々
な
出
来
事

が
思
い
返
さ
れ
、
速
か
っ
た
な
と
感
じ
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
速
か
っ
た
な
ぁ
ー
で
は
済
ま
さ
れ
な

い
問
題
も
多
々
有
る
よ
う
で
す
。
感
慨
に
流
さ
れ

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
二
〇
二
三
年
は
ご
存
知
の
通
り
、
宗
祖

親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
、
立
教
開
宗
八
百

年
の
慶
讃
法
要
が
讃
仰
期
間
を
含
め
、
三
月
二
十

五
日
か
ら
四
月
二
十
九
日
ま
で
厳
修
さ
れ
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
全
国
の
慶
讃
法
要
の
団
体
参
拝
へ

の
申
し
込
み
が
コ
ロ
ナ
下
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、

率
に
し
て
目
標
の
六
割
程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
現

状
で
す
。
是
非
と
も
五
十
年
に
一
度
の
御
法
縁
を

結
ん
で
頂
け
れ
ば
と
願
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
二
〇
二
三
年
は
東
日
本
大
震
災
で
被
災

さ
れ
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
十
三
回
忌
法
要
の
年

で
あ
り
ま
す
。
三
月
十
一
日
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
原
発
事
故
や
様
々
な
関
連
事
項
に
よ
っ
て
生

命
を
奪
わ
れ
た
方
々
も
多
く
居
ら
れ
ま
す
。
心
に

刻
ん
で
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
悼
む
と
共
に

慙
愧
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
ば
な
け
れ
ば

ざ

ん

ぎ

な
り
ま
せ
ん
。

法
要
と
は
字
の
通
り
、
法
の
要
（
か
な
め
）
、

仏
法
の
要
で
あ
り
ま
す
。
何
が
要
か
。
法
要
の
際

に
拝
読
さ
れ
る
『
表
白
』
の
一
つ
の
中
に
、

有
縁
の
ひ
と
び
と
相
寄
り
集
い

亡
き
ひ
と
を
偲
び
つ
つ

如
来
の
み
お
し
え
に
遇
い
た
て
ま
つ
る

と
あ
り
ま
す
。

遺
さ
れ
た
者
が
、
亡
き
ひ
と
を
縁
と
し
て
如
来

の
み
お
し
え
に
遇
う
、
そ
の
事
が
法
の
要
で
あ
り

ま
す
。

如
来
の
み
お
し
え
に
照
ら
さ
れ
て
、
恥
ず
べ
し
、

傷
む
べ
し
と
宗
祖
親
鸞
聖
人
が
お
示
し
下
さ
っ
た
、

我
が
身
を
知
ら
せ
て
頂
き
、
た
だ
た
だ
頭
が
下
が

り
、
お
念
仏
に
帰
ら
せ
て
い
た
だ
く
、
そ
の
為
に

法
要
の
御
縁
が
開
か
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

最
後
に
私
事
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
二
〇

二
三
年
は
長
崎
の
実
父
の
二
十
三
回
忌
と
金
沢
の

自
坊
の
前
坊
守
（
義
母
）
の
一
周
忌
に
当
た
り
ま

す
。亡

き
人
に

迷
う
な
と

拝
ま
れ
て
い
る

こ
の
私

与
え
ら
れ
た
法
縁
を
大
切
に
い
た
だ
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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編
集
後
記

二
〇
二
二
年
も
あ
と
一
ヵ

月
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
、

一
昨
年
と
比
べ
る
と
だ
い
ぶ

コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て
き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
二
〇

二
三
年
は
ど
の
よ
う
な
一
年

に
な
る
の
か
、
早
く
も
気
に

な
っ
て
い
ま
す
。
来
春
、
真

宗
本
廟
（
京
都
・
東
本
願
寺
）

に
お
い
て
「
宗
祖
親
鸞
聖
人

御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教

開
宗
八
百
年
慶
讃
法
要
」
が

厳
修
さ
れ
ま
す
。
横
浜
別
院

と
し
て
は
、
四
月
二
十
九
日

に
ご
門
徒
さ
ん
と
共
に
日
帰

り
団
体
参
拝
を
行
な
う
予
定

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
参
加

者
を
募
り
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
十
数
名
ほ
ど
に
な
り

ま
し
た
。
や
は
り
、
コ
ロ
ナ

下
に
よ
る
多
大
な
影
響
が
あ

る
わ
け
で
、
判
断
す
る
の
が

難
し
い
状
況
で
す
。
今
後
、

本
山
で
厳
修
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
大
き
な
法
要
は
、
蓮
如
上

人
五
百
五
十
回
御
遠
忌
（
二

〇
四
八
年
）
と
考
え
る
と
、

約
二
十
五
年
後
と
な
る
そ
う

で
す
。
遠
い
先
の
事
を
思
う

と
、
稀
有
な
法
縁
を
頂
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
（
家
本
）
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― 各法要（おつとめ・ご法話）のご案内 ― 2022年12月～2023年2月

～どなたもご自由にお参りください～

グリーフケアのつどいのご案内

【日時】 12月３日(土) 午後2時～
2023年 2月11日(土) 午後2時～

4月15日(土) 午後2時～
突然起きてくる人間の悲しみに共感を求めて

グリーフケアを行なっています。

※参加費・申し込みは不要です。

詳細はチラシをご覧ください。

定例法話 午後１時３０分より
１2月９日(金)横浜組 利正寺 渡辺正法 師

１月９日(月・祝) 横浜組 智廣寺 橋本 至 師

２月９日(木) 横浜組 良泉寺 本郷成道 師

２月２８日(火)別院 輪 番 森田成美

※12月28日、1月28日の定例法話は休みです。

※法話終了後の「座談会」は休止中です。

※「正信偈の会」は休止中です。

大掃除（清掃活動）

１２月１7日（土）午前１０時より

年末の大掃除を行ないます。

汚れてもよい服装でお越し下さい。

皆様のご協力よろしくお願い致します。
おみがき会と同様に軽食を準備しています。

【参詣者の皆様へ】
新型コロナウイルス対策として、参詣者

の皆様にはマスク着用、咳エチケットや手
洗い・うがいの励行など、十分な予防対策

をお願いしております。

また、新型コロナウイルスの感染拡大に
より、急遽、行事を中止する場合がありま

すので、最新情報を別院ホームページや電

話等で確認いただきますようお願い致しま

す。

修 正 会
１月１日（日）午前１０時～

修正会とは、仏さまの前で身を正し、あ
らためて自分自身を見つめ直し、新たな年
を始める法要です。ご縁の中に生きる自分

の姿を、あらためて仏教の教えに照らして

みる機会にしてみませんか。

お屠蘇、温かいお茶を用意しています！
ぜひ、元日にご参詣ください！！

【2023年東京教区報恩講】
<YouTubeライブ配信について>

１月２８日（土）午後１時～5時30分
〔サテライト会場〕横浜別院・研修室

※事前申し込み不要です。
上記のとおり、東京教区報恩講が厳修され

ますが、新型コロナウイルス感染拡大のた

め、昨年同様にYouTubeライブ配信される
ことになりました。ご門徒の皆様と共に参

詣したいと思いますので、ぜひご参加くだ

さい。また、お手持ちのパソコンやスマー
トフォンでも視聴することができます。

※東本願寺「真宗会館」HPを検索下さい。

公開講演会のご案内
（神奈川教化センター伝道部主催）

【日時】２月２６日（日）午後２時～４時

【講師】尾畑文正 氏（同朋大学名誉教授）

【講題】「真宗と平和」

【参加費】1,000円 ※事前申し込み不要
詳細は、公開講演会チラシをご覧下さい。


